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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、現代美術を学校教育に取り入れる指針として「抽象表現」を扱う実技指導方法の
構築を目指したものである。制作者の立場から「抽象表現」における基礎技術の段階を捉え、
モホリ＝ナジなど現代美術作家の文献研究、小学校での授業分析、大学での授業分析、作品制
作の分析から、各段階（初級者、中級者、上級者）における実技指導の内容、方法、評価を検
討・提示し、これらの成果を論文で発表した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
 A purpose of this study is to develop practical teaching methods of “abstract art” adopted 

in school curriculum. In this study I classify learner ’s programs into three grades: primary 

stage, intermediate stage and advanced stage, and show how to teach abstract art in the 

each stage.  
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１．研究開始当初の背景 
 本研究を行うにあたり以下のような背景
があった。 
 
（１） 美術教育は、文化の担い手となる人
間の能力育成として、人間の美意識や表現に
かかわる重要な教育である。学習者の個々の
感性を育み、想像力を培う指導、つまり誰も
が表現者となる題材を考える上で、現代美術
を教科の内容に取り入れることは必須であ
る。しかし、実際、現代美術は理解されにく
く、指導者がどのように扱うべきか分からな
い状況があった。 

 

（２） 特に「抽象表現」は、人のものの見
方や感じ方の変遷を写し出す一つの時代精
神の現れとして、現代美術の一ジャンルを形
成するものであるが、一般的に日本の美術教
育のなかでは、単に具体的な形をもたないも
のとして解釈され、曖昧で表面的な理解がな
されてきた。このように、現代美術を形式主
義的に分類し理解する視点の存在が、現代美
術に対する理解や指導の困難さを生む一つ
の要因であると考えられた。 

 

（３） これまでの美術史における形式的
な解釈ではなく、制作者の立場に立った指導
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方法の提案がなされれば、「抽象表現」が持
つ柔軟な「造形思考」や「感性を高める機能」
などの教育的可能性を学校教育において生
かすことができるのではないか。そのような
考えから、作品の外見や技法からの理解では
なく、実際に表現しようとする制作者の発想
を辿り、その表現を用いる制作過程を考察す
ることによって、学校の授業に取り入れる指
導方法を提示しようと考えた。 
 
（４） 申請者は、それまで美術における
「抽象表現」の造形思考に着目し、制作時に
おける技術（形）と心（精神）との関係から、
どのように表現を発展させることができる
かについて、実技と理論の両面から研究を行
ってきた。この成果をもとに、美術教育にお
いて誰もが実際に表現方法を体験し、制作者
の側に立った「抽象表現」の理解をもとに実
践できるプログラムの構築を着想した。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の点である。 
 
（１） 現代美術の内容を学校教育の中に取
り入れるための一つの指針として「抽象表
現」の実技指導方法を構築すること。 
 
（２） 美術教育において、「抽象表現」を
一つの表現方法として理解するべく、制作過
程全体を通して表現技術を段階的に捉え、制
作者のレベルに応じた指導内容を明らかに
すること。 
 
（３） 加えて、現代美術において新たな表
現メディアであるコンピュータグラフィッ
クスや動画などを、素材体験として、美術の
指導の中に取り入れていく方法を検討する
こと。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、「抽象表現」の指導方法を理
論研究と実践、実技制作を並行して研究を進
めた。 
 
（１） 理論研究では、美術教育における
「抽象表現」の扱い方に関する理論をまとめ
るため、以下の調査研究を行った。  
 
① バウハウスの教育実践者であった L.モ

ホリ＝ナジの美術の指導方法を中心に、
現代美術家の制作理論に関する資料収
集を行い、文献研究を行った。 
 

② 小学校の図画工作科及び中学校美術科
の授業で行われた実践記録、あるいは大

学の授業記録を収集し、分析を行った。
特に、米国フィラデルフィア地区の小学
校と美術館との授業実践の記録をもと
に、現代美術の扱い方に関する方法を分
析した。 

 

（２） 調査研究をもとに、感性の発達と
表現技術の発達をすりあわせながら高次の
段階へと進んでいくことのできる実技指導
方法を提案するため、表現の技術獲得のレベ
ルを以下のように初級、中級、上級とし、各
段階で行うべき指導目標と指導内容、評価基
準を検討した。 
 
① 平成 21年度においては、「抽象表現」の

指導方法全体の枠組みを設定し、初級の
実技指導方法についてまとめた。 

② 平成 22年度においては、21 年度の成果
をもとに、中級、上級の実技指導方法に
ついてまとめた。 

 
（３） 制作研究においては、現代美術にお
いて新たなメディアである写真、コンピュー
タグラフィックスや動画、光等を用いた作品
制作を行い、各メディアにおける制作工程を
通して以下の項目を検討した。 
 

① メディアの基本的要素 
② 要素の組み合わせ 
③ 身体との関わり方（能動性・受動性） 
④ イメージの発展性 
⑤ より繊細な感性に訴えるための条件 

 
実際には「穏やかさ」というような特定の

制作テーマにもとづいて作品作りを行い、イ
メージと心の状態をどのように近づけてい
くことができるか各項目での可能性の広が
りを追求した。各メディアの特質を生かし、
表現の多様性・広がりを見出せるようにした。 
 
 
４．研究成果 
（１）研究の主な成果 
本研究課題について、平成 21 年度には、

現代美術の教育における「抽象表現」の扱い
方に関する理論と実技指導方法として、初級
者を対象とした実技指導案をまとめ、論文で
発表した。また、平成 22 年度は、中級者、
上級者を対象とした「抽象表現」の実技指導
案をまとめ、論文で発表した。これらの研究
成果として、以下のことが挙げられる。 
 

① 多様な表現が展開する「抽象表現」は、
写実絵画のように現実に見えているも
のとの比較で技術レベルが分かるよう
なものではなく、具体的な表現レベルが
分かりにくかった。この点に関して、基



 

 

礎と技術レベルを以下（表１）のように
段階的に分類したところ、指導内容をよ
り明確化することができた。また、私た
ちが世の中で目にする作品は中級以上
の制作であり、現代社会において、中級
に至るまでの初級段階の技術が見えに
くい状況であることから、美術教育にお
いて、制作者の立場から初級コースの指
導内容を検討し、素材体験を重視した指
導方法を提案した。 

 
 表１「抽象表現」実技指導における 3 段階のコース 

コース 対象者の段階 表現技術の修得目標 

初

級 

造形要素を用いて表現

することそのものが分

からない段階 

材料との関わりの中から、造形要素

（色、かたち、質感、空間、動き等）

に基づいた造形的な見方を発見でき、

それらの体験から造形活動への興味

を持つことができる 

中

級 

素材体験を積み重ね、造

形要素を用いながらテ

ーマに応じて構成し、自

己表現しようとする意

志が生じてくる段階 

豊富な藝術文化に触れ、興味ある造形

方法を選択しながら自分なりのイメ

ージを造形的に（造形要素を使って）

表現できる。自分自身のものの見方や

感じ方を発見し形作る行為として表

現活動を楽しむことができる 

上

級 

素材体験を十分に積み

重ね、自分の表現に適し

た造形方法を選択する

ことができ、新たな表現

の追求を行おうとする

意志のある段階 

造形要素を自由自在に用いて、自分自

身のものの見方感じ方を発信できる。

制作体験を積み重ねながら、他者にあ

る種の感動や感情の気づきを与えら

れる独自の表現を追求できる 

 
 
② 初級での素材体験を重視した指導に加

え、中級では学習者が制作のテーマを決
める手立てとなる指導方法、上級におい
ては制作に必然性が生じ高度な完成度
をもつ作品を目指す指導を提案した。こ
れらの指導方法及び内容を支える理論
は、モホリ＝ナジを中心とした欧米の現
代美術家の理論によるものと、国内外の
小学校での実践記録、大学での記録を分
析したものである。これらの理論に基づ
き、具体的な事例とともに指導内容を組
み立てた。 

 

並行して進めた実技制作研究においては、
平成 22 年度に、光と映像を用いた作品をギ
ャラリーで展示発表した。 
新しいメディアを用いた制作においては、

その特性を生かした造形効果を検証した。そ
れらの検証をふまえ、コンピュータグラフィ
ックスを用いた材料体験の一部を、初級の指
導方法に組み込んだ。 
 
 
（２）得られた成果の国内外における位置づ
けとインパクト 
 

① 本研究課題は、学校教育に「抽象表現」
の指導方法を取り入れることを目指すも
のであるが、その意義は、表現を専門的
技巧の問題から解放し、誰もが表現者と
して自らを高めることのできる学習機会

を提供することにある。「抽象表現」の
指導方法について、学習者のレベルに合
った表現の深め方を指導者が提案できる
ようになることで、「抽象表現」に対す
る形式主義的な認識を払拭し、造形的な
面白さを発見し、新しいものを生み出す
能力の育成といった「抽象表現」の教育
的可能性を浮かび上がらせることができ
る。これは、手や目を駆使して素材の特
質を生かし、工夫して物を作るという、
日本人が本来持っている創造力を今一度
再生することでもある。 

 

② 「抽象表現」による造形表現は、粘土や
紙、絵の具などの一般的な材料以外にも、
現代社会にあるコンピュータグラフィッ
クスや動画、光、身近なプラスチック製
品や自然環境など様々な素材をメディア
として用いることが可能である。「抽象表
現」は新たな造形を生みだしたり、表現
方法を発見したりする行為を促すものな
のである。現代は情報をはじめ多様なも
のがあふれているが、それらの特徴や要
素を見出し、自分自身の表現に作り替え
る力を身につけることで、心と技術の一
体化した表現を行うことができる。美術
教育において「抽象表現」の指導を行う
ことは、社会の影響を強く受ける現代の
子どもたちにとって、初級の体験を経な
いために創造力がスポイルされてしまう
状況を打開する可能性を持っている。ま
た、造形活動を通した発想力や構想力の
育成が見込まれる。本研究課題は、現代
社会を生きる日本人の心のバランスを支
え、豊かな感性を芽生えさせ、心の豊か
さを知る人間の育成を促す美術教育の中
で、今後の日本の教育文化に貢献できる
と考える。 

 

 

（３） 今後の課題 
 
① 本研究課題では、段階的に指導方法案を

組み立て現場の小学校の実践をもとに
検討してきたが、中学校での実践を検証
するまでには至らなかった。今後、小中
学校の現場の教師が取り組みやすい指
導を目指すべく、現場の教師の協力を得
ながら指導方法案を検証し、改善してい
きたい。実践に関しては、2010年夏にオ
ーストラリアの小学校で、文化交流のた
めのものづくりワークショップを行っ
た際、初心者の素材体験をもとに考えた
題材が効果的であった経験を得た。この
ことから、文化の異なる国の子どもたち
と日本の子どもたちの交流のきっかけ
として、「抽象表現」による題材が考え



 

 

られる。今後、実践の場を諸外国にも広
げ、国際社会に生きる子どもたちの造形
活動の基盤となるような実技指導方法
を考えていきたい。 
 

② 初級段階において、素材体験は多様であ
るにもかかわらず、本研究課題では限ら
れた事例数しか取り上げることができ
なかった、さらなる事例を取り上げ、指
導内容を精査していく余地がある。中級、
上級に関しても、事例をさらに積み上げ
ることによって指導方法の多様性に対
応できるようになるのではないかと考
える。 

 

③ 新しいメディアを用いた表現―特に動
画やコンピュータ等の実技指導内容に
関しては、今後さらに充実していく必要
がある。実際、映像を抜きにして現代社
会を語ることはできず、表現媒体として
新しいメディアの扱い方を表現の一つ
として獲得していく指導方法の構築は
必須である。これまで行ってきた実技制
作と理論を並行した研究では、指導方法
の理論構築の際、制作者の立場からの視
点を取り入れやすい。そのため、今後も
この研究方法を取り入れながら、新たな
メディアの造形的可能性を探っていく
ことを課題とする。 
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